
『令和 7年もお世話になりました』 

校長 大 山 淳 子  

 

12月 13日（土）に、生活科・総合的な学習発表会が行われました。当日は、保護者の皆様や地域の

方々。また、これまで総合的な学習の時間でお世話になった方々など多くの皆様にご来校いただき、

盛大に開催できました。今年一年、総合的な学習に対してのたくさんのご協力をいただき、本当にあ

りがとうございました。 

さて、令和 7年も残すところあと 1週間ほどです。令和 7年は皆様にとってどのような一年だった

でしょうか。国内に目を向けると、大阪・関西万博の開催、日本人 2名のノーベル賞受賞等明るい話

題もありましたが、一方で、米価格の高騰に一喜一憂したり、毎日のように熊被害に関する報道があ

ったりと、日常生活に不安を感じる話題も多い一年だったと思います。 

また、7 月のカムチャツカ半島沖地震での津波警報の発令や、先日の青森県東方沖の地震では明け

方にかけて津波注意報が発令。この地震を機に、初めて北海道・三陸沖後発地震注意情報が出されま

した。幸い散布に大きな被害はありませんでしたが、改めていつ起きるかわからない災害に対して備

えること、また、いざという時にどういう対応をするのかという共通理解を事前にきちんと行うこと

の大切さ等、防災・減災について考える一年だったと思います。 

さて、いよいよ明日から冬季休業に入ります。クリスマスにお正月と季節行事の多い時期でもあり

子どもたちも楽しみにしていることでしょう。冬休みは、子どもたちにとって楽しみな時間ですが、

同時に生活のリズムが崩れやすい時期でもあります。まず、生活面では、雪道や凍結路での転倒や交

通事故に注意しましょう。また、インフルエンザなどの感染症予防が欠かせません。手洗い・うがい

を習慣づけ、規則正しい生活を心がけましょう。夜更かしや長時間のゲーム・スマホ使用は、体調不

良や集中力低下の原因になります。また、安易な SNSの利用は、気付かないうちに犯罪に巻き込まれ

る危険性もあり、場合によっては、犯罪加害者となってしまうこともあります。時間を決めて楽しむ

工夫だけでなく、インターネット等を適切に扱う能力を身につけ、SNS での情報発信等には十分注意

しましょう（基本的に 16歳未満の SNS利用はできないものが多くなっています）。 

学習面では、宿題を計画的に進めることが大切です。読書や日記を書くなど、心を豊かにする活動

もおすすめです。さらに、地域の行事や家族との会話を通して、人とのつながりを深める時間にして

ほしいと思います。特に中学 3年のみなさんは、自分の夢に向かって集中的に取り組める期間となり

ます。一つでも二つでもできることを増やして、自信をもって高校入試を迎えられるよう準備を進め

てください。 

最後になりますが、保護者・地域の皆様には、1年間大変お世話になりました。寒さも厳しい時期で

すがお身体に気をつけて、よい年をお迎えください。 

日 曜 １月 の 行 事 予 定 小:下校 中:下校 

1 木 元旦 学校閉庁日 冬季休業（～1/15）   

2 金 学校閉庁日   

３ 土    

４ 日    

５ 月    

６ 火    

７ 水    

８ 木    

９ 金    

10 土    

11 日    

12 月 成人の日   

13 火    

14 水    

15 木    

16 金 ３学期始業式 14：20／15:20 １5：2０ 

17 土    

18 日    

19 月 ２計測（～２３日） 14：20／15:20 １5：2０ 

20 火 中３：学年末テスト 小：スケート学習① 14：20／15:20 １5：2０ 

21 水 小：スクールカウンセラー来校日 避難訓練（冬季避難） 1４：２0 1４：２0 

22 木 小中：委員会 14：00／15:30 １5：３０ 

23 金 漢字検定 14：20／15:20 １5：2０ 

24 土 英語検定（霧高）   

25 日 町民スケート大会   

26 月  14：20／15:20 １5：2０ 

27 火 小：スケート学習② 14：20／15:20 １5：2０ 

28 水 中：スクールカウンセラー来校日 1４：２0 1４：２0 

29 月 小：へき複交流学習③ 1４：２0 1４：２0 

30 火 小：スケート学習③ 1４：２0 15：２0 

３１ 水    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ みんな仲良く生活する子どもになろう 

○ 深く考え進んで勉強する子どもになろう  

○ 健康な体と心をつくる子どもになろう 

○ きまりを守り最後までやりぬく子どもになろう 

○ 身のまわりを美しくできる子どもになろう 
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行事や下校時刻は、あくまでも予定です。週ごとの学年通信等でご確認ください。 



 
 
小中一貫教育校開設推進委員会での決定を受け、「制服等検討委員会」

を設置し、１２月１１日（木）に第１回会議を開催しました。本委員会は、開設
推進委員会委員２名、PTA 厚生委員会役員４名、教職員４名、校長・教頭
の計１２名で構成されています。会議冒頭では学校長より、これまでの協
議の経緯や、令和９年度から制服を一新する方針が決定されたこと、本
委員会がその選定および内容について具体的に検討する目的で設置さ
れたことについて説明がありました。 
新制服の検討にあたっては、社会的課題に配慮したデザインとするこ

と、動きやすく、気候に応じて着脱しやすい仕様とすること、また小中一
貫校への移行を機に、本校の特色を示すことを基本方針としています。
これらの方針については、委員から特段の意見はなく、了承されました。 
本委員会における主な検討内容は、制服デザインの検討および業者選

定、デザインの決定方法、制服のきまり等です。業者選定については、当
初予定していた２社に加え、比較検討を行うため１社を追加し、計３社か
ら提案を受けることとなりました。制服の基本スタイルはブレザー型と
し、スカートやパンツなどの組み合わせについては、今後の協議を通して
検討を進めていきます。 
また、各メーカーからの見本品や柄の提示については、次回会議の場

で確認できるよう準備を進めます。夏季における服装の在り方について
は、制服着用にこだわらずジャージでの対応を含め、今後継続して検討し
ていく予定です。なお、ジャージについては近年変更したばかりであり、
生徒からも好評であることから、現行のものを継続使用する方向として
います。 
今後は、月１回程度の開催を目安に本委員会を進め、検討状況に応じ

て協議を深めていく予定です。次回会議の日程については、各メーカー
の見本が揃い次第開催いたします。引き続き、本取組へのご理解とご協
力をお願いいたします。  

 
毎年恒例の歯科指導を、養護教諭の指導のもと小学校全学年で実施し

ました。 
１・２年生は、６歳臼歯の生え方や状態を観察

し、むし歯になりやすい場所を意識しながら正
しいみがき方を学びました。３・４年生は、食べ
物をよく噛んで食べることの大切さと、歯と歯
の間を意識したブラッシングのポイントを学習
し、食生活と歯の健康との関わりについて理解
を深めました。５・６年生は、歯周病の予防をテ
ーマに、歯ブラシとフロスを使った手入れの方
法について、実践を交えながら学びました。 
子どもたちは、鏡で自分の歯の状態を確かめたり、正しい方法を意識

して取り組んだりするなど、意欲的に学習する姿が見られました。 
子どものころから歯の健康を守る習慣を身につけることは、将来にわ

たる健康の維持につながります。今回の学びを日常生活に生かし、毎日
の歯みがきや生活習慣を見直すきっかけとしてほしいと考えています。
ご家庭でも、引き続き声かけや見守りをお願いいたします。 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

散布小中学校「冬休みの心得」 ～外出について～ 

【小学生】 普段の日は午後５時までに家に帰りましょう。また一人では出かけないよ
うにしましょう。町外はお家の人と一緒に出かけましょう。 

【中学生】 行き先、帰宅時間、目的などを保護者に告げましょう（１８時までに家に帰り
ましょう）。 トラブル未然防止のため、ゲームセンター、スーパーなどのゲ
ームコーナー、カラオケボックスは保護者同伴となります。 

冬休み中の緊急連絡先について 
休み中、緊急の連絡がございましたら下記までお願いします。なお、昨年度と同様、
学校閉庁日は学校の電話はつながりませんのでご注意ください。 

▶ 学校閉庁日以外の日【平日 8:00～16:30】 

 散 布 小 中 学 校  Tel 0153-67-2324 

▶ 平日夜間及び土・日・祝日・学校閉庁日（12/29（月）～1/2（金）） 

浜 中 町 役 場  Tel 0153-62-2111 

 
 
１２月１３日（土）に、「生活・総合学習発表会」を開催しました。本行事は、これまで実施してきた「地域大感謝祭」を発展的に見直し、生活科および総

合的な学習の時間における学習成果を、より効果的に発表する場として位置付け、今年度から内容を特化して実施しました。 
本発表会は、学習の成果を発表する活動を通して地域への理解を深めるとともに、自他のよさに気付き、自己の成長を振り返り、今後の学びに生

かそうとする意欲を育てること、また計画・準備段階から自主的に活動することで、主体的に行動しようとする態度を高めること、さらに発表活動
を通して発信力を高めることを主な目的としています。 
当日は、各学年がそれぞれの学習テーマに基づき、工夫を凝らした発表を行いました。小学校低学年は、身近な材料を使って制作した楽器やおも

ちゃを活用し、表現する楽しさや協力する大切さを学びました。中学年は、散布の漁業について調査し、調べた内容を整理・分析した上で発表するこ
とで、地域産業への理解を深めました。高学年は、アサリの貝殻のリサイクル方法を研究する中で、課題を設定し、解決策を考える探究的な学びに取
り組みました。 
中学生は、総合的な学習の時間において、地域おこし協力隊の方々のご協力を得ながら、地域の魅力や課題について学び、自ら課題を見いだし、

解決に向けて探究してきた成果を発表しました。キャンドルづくりのワークショップでは、来場者に分かりやすく説明するため、手順や言葉遣いを工
夫し、状況に応じて柔軟に対応する姿が見られました。また、「あさり島活動PR班」によるプレゼンテーションでは、協力隊の方々から助言を受けな
がら内容を練り上げ、活動の目的や意義を明確に伝える工夫を重ねてきました。聞き手を意識した発信を行う中で、生徒の主体性や表現力の高ま
りが感じられました。 
さらに、地域素材である昆布を活用したラーメンの提供では、地域資源の活用という視点から、生徒が企画立案から準備、運営まで主体的に関わ

りました。ラーメンづくりを通して、地域の価値や可能性について考えを深めるとともに、漁協婦人部の皆さまや地域おこし協力隊の方々から助言
や支援をいただき、実社会と関わる学びの意義を実感する機会となりました。 
当日は、どのコーナーも多くの来場者で賑わい、生徒一人一人が自らの役割を果たしながら活動する姿が印象的でした。本発表会の実施にあた

り、ご協力いただいた地域おこし協力隊の皆さまをはじめ、地域・保護者の皆さまに心より感謝申し上げます。今後も、主体的・探究的な学びを大切
にし、地域とともに歩む教育活動を推進してまいります。 

 
 
１２月１８日（木）、中学生全員を対象に、４

名の人権擁護委員の皆さまを講師にお招き
し、人権教室を実施しました。今年度は、DV
やデート DVを主なテーマとし、身近な人間
関係の中で起こり得る人権問題について学
びました。自分の気持ちを大切にし、「嫌なこ
とは嫌と相手に伝えること」、また「相手が嫌
がることはしないこと」が、互いの人権を守
る上で重要であることを、具体的に分かり
やすくお話しいただきました。 
授業では、実際の場面を想定したDVDを視聴し、もし自分が当事者

になった場合にどのように行動すべきかを考える機会となりました。
また、性暴力について、被害にあったときだけでなく、周囲で見かけた
り話を聞いたりした場合にも、自分たちだけで解決しようとせず、必ず
信頼できる大人や関係機関に相談することの大切さについても説明
がありました。講師の話に真剣に耳を傾け、自分自身や周囲の人の人
権を守るために何ができるのかを考える貴重な時間となりました。 

人権教室を行いました 小：歯科教室を行いました

 
 
 ３学期より、子どもたちに時間を守った行動やメリハリのついた生活への意識をより高めてもらうため、授業の開始・終了時などにチャイムを稼働いたし
ます。チャイムが鳴るのは、登校時間、授業の開始・終了時などです。この取組と連動して、ご家庭でも時間に気を付けた生活習慣の改善を進めていただけ
ればと思います。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

チャイムの運用開始について 


